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緒   言 
われわれは 1988 年以来、大腿骨頭壊死モデルとして高血圧自然発症ラット
（ spontaneously hypertensive rat，以下 SHR ）を用いその病態解明を行ってきた。









対象は 5 週齢の雄ＳＨＲ  24 匹で、warfarin 投与群（  以下  warfarin 群  ）と 
warfarin 非投与群（ 以下 water群 ）の 2群各 12匹に分けて観察した。Warfarin




に血小板数および protein C 活性、血液凝固時間を測定した。血管内皮機能につい
ては eNOS（ 血管内皮一酸化窒素合成酵素 ）抗体を用いた免疫組織学的検査にて評
価した。さらに雄 Wistar Kyoto rat （ 以下 WKY ）17匹を用い、SHR と比較検
討した。 
 
結   果 
壊死発生率についてみると、warfarin 群で 10.5％、water 群で 52.6％と有意差を認
めたが、壊死占拠率に関しては warfarin 群で 1.12％、water 群で 0.81％と両群間
に有意差は認めなかった。なお、WKY では壊死を認めたものはなかった。血液学的
検査についてみると血小板数、protein C 活性は warfarin 群では 400 万/ｍｍ3、
4.65％、water 群では 404万/ｍｍ3、9.25％でいずれも両群間に有意な差は認めなか
った。一方 WKY のそれは 275万/ｍｍ3、90.1％で両群に比べ有意差を認めた。血液
凝固時間についてみると warfarin 群は water 群や WKY と比べ有意に延長され




考   察 




SHR においては warfarin 投与によって壊死発生を抑制でき、このことは大腿骨頭
壊死の発生には易血栓形成性を含む何らかの循環障害が関与しているものと考える。 
